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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部とそれに対する嵌合溝の受け刃との少なくと
も一方に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカッタナイフとで該一対の刃物台
間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフラップ屑間に接続部を残し
たまま切断除去するようにしたスロッタの切断方法において、
　前記スロッタナイフ又は前記他方の刃物台において、前記切欠部を形成した部位とスロ
ッタナイフ本体又は刃物台本体とを別体に形成して、該切欠部と前記フラップカッタナイ
フの刃先との刃物台円周方向間隔を調整可能にし、
　該フラップカッタナイフの刃先に対して該切欠部を接近配置させるようにしたことを特
徴とするスロッタの切断方法。
【請求項２】
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部とそれに対する嵌合溝の受け刃との少なくと
も一方に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカッタナイフとで該一対の刃物台
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間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフラップ屑間に接続部を残し
たまま切断除去するようにしたスロッタにおいて、
　前記スロッタナイフ又は前記他方の刃物台において、前記切欠部を形成した部位とスロ
ッタナイフ本体又は刃物台本体とを別体に形成し、該切欠部と前記フラップカッタナイフ
の刃先との刃物台円周方向間隔を調整可能に構成したことを特徴とするスロッタ。
【請求項３】
　前記切欠部を複数箇所設け、フラップ屑とスロッタ屑とを接続する非切断部を複数箇所
もうけたことを特徴とする請求項１に記載のスロッタ。
【請求項４】
　前記フラップカッタナイフと刃物台軸方向同一位置に折れ曲がり線形成用ナイフを設け
、該折れ曲がり線形成用ナイフによって前記フラップ屑の幅方向に折れ曲がり線を形成す
るように構成したことを特徴とする請求項２又は３に記載のスロッタ。
【請求項５】
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラ
ップカッタナイフとで該一対の刃物台間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロ
ッタ屑とフラップ屑間に接続部を残したまま切断除去するようにしたスロッタであって、
　該スロッタの一部を構成する前記スロッタナイフにおいて、
　前記切欠部を形成した部位とスロッタナイフ本体とが別体に形成され、該切欠部形成部
位が前記フラップカッタナイフの刃先との刃物台円周方向間隔を調整して該スロッタナイ
フ本体に装着可能としたことを特徴とするスロッタナイフ。
【請求項６】
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該嵌合溝の受け刃に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカッタナイフとで該
一対の刃物台間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフラップ屑間に
接続部を残したまま切断除去するようにしたスロッタであって、該スロッタの一部を構成
する前記他方の刃物台において、
　前記切欠部を形成した部位と刃物台本体とを別体に形成し、該切欠部形成部位が該切欠
部と前記フラップカッタナイフの刃先との刃物台円周方向間隔を調整して該刃物台本体に
装着可能としたことを特徴とする刃物台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、矩形段ボールシートの片側コーナ部を切断除去して、矩形段ボールシートの
側辺に接ぎ代を形成するスロッタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１１に示すように、コルゲータによって製造された段ボールシート１は、長手方向に
複数の罫線２ａ、２ｂが設けられている。段ボールシート１から、製函機で段ボール箱を
製造する。製函機では、まず、印刷部で適宜の印刷が施された後、クリーザで幅方向に罫
線３ａ～ｄが形成され、スロッタで切り溝（スロット）４が形成される。これによって、
段ボール箱の蓋面及び底面を形成するフラップ６が形成される。
　また、スロッタに装着されたフラップカッタナイフによって、長手方向一方のコーナ部
が切断除去され、側辺に接ぎ代５が形成される。次に、接ぎ代５に糊付けがなされた後、
罫線３ａ～ｄで折り曲げられ、接ぎ代５が他方の側辺に接合されて筒状になり、段ボール
箱となる。
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【０００３】
　切り溝４及び接ぎ代５の形成は、製函機中のスロッタで行なわれる。スロッタは、複数
の切り溝４を形成するため、段ボールシート１の長手方向に複数の刃物台が配置され、各
刃物台にスロッタナイフが装着される。このうち、接ぎ代５を形成する部分のスロッタの
一例を図１２及び図１３により説明する。
【０００４】
　図１２及び図１３に示すスロッタ１００は、上下に並行に配置した回転軸１０２、１０
４の夫々に円形の上下刃物台１０６、１０８を取り付け、上部刃物台１０６の端面に幅を
もった一対の上スロッタナイフ１１０を円周方向に所要の間隔をあけて設けている。その
上スロッタナイフ１１０に交差してフラップカッタナイフ１１２を取り付けている。下部
刃物台１０８には、上スロッタナイフ１１０の外周下部が嵌合可能な嵌合溝１１４を形成
している。上スロッタナイフ１１０の外周両側縁が切り刃１１１とされ、嵌合溝１１４の
開口両側縁を受け刃１１６としている。また、フラップカッタナイフ１１２に対応する下
部刃物台１０８の外周面を刃受け面１１８としている。
【０００５】
　さらに、スクレーパ１２０が嵌合溝１１４に挿入され、スクレーパ１２０で嵌合溝１１
４に嵌り込んだスロッタ屑を取り除いている。また、回転方向の前側に位置する一方の上
スロッタナイフ１１０は、回転方向の後端に外方に突出する突切り刃１２２を有し、その
突切り刃１２２で切り溝４の奥端部（図１１中、罫線２ａ、２ｂとの交点付近）を切断す
るようになっている。他方の上スロッタナイフ１１０は、回転方向前端に同様の突切り刃
１２２を有する。
【０００６】
　スロッタ１００は接ぎ代５を形成する位置に対応して設けられ、段ボールシート１が上
下両刃物台１０６、１０８間に図１１又は図１２中の矢印方向に供給される。このとき、
上下両刃物台１０６、１０８は図１２に示す矢印方向に回転し、嵌合溝１１４に上スロッ
タナイフ１１０が嵌合することで、段ボールシート１の片側部分に切り溝４を形成する。
また、フラップカッタナイフ１１２が刃受け面１１８に衝合する作用により切り溝４の奥
から段ボールシート１の側縁に至る部分を横方向に切断して、段ボールシート１の片側に
図１１に示すような接ぎ代５を形成する。
【０００７】
　また、スロッタ１００と段ボールシート１の幅方向同一位置に設けた図示省略のクリー
ザで罫線３ｄを形成する。さらに、回転軸１０２、１０４にスロッタ１００と並列に、段
ボールシート１の供給方向と直交する方向に設けられた図示省略の別の刃物台によって切
り溝４を形成すると共に、別軸に並設されたクリーザによって罫線３ａ～ｃを形成する。
【０００８】
　図１５又は図１６に示すように、上スロッタナイフ１１０によりスロッタ屑７が切断除
去され、切り溝４が形成されると共に、フラップカッタナイフ１１２により切断線ｃが形
成され、フラップ屑８が切断除去され、接ぎ代５が形成される。
　なお、図１５は、切り溝４の奥端部と切断線ｃが位置する場合であり、図１６は、切り
溝４の奥端部と切断線ｃとが一致しない場合である。
【０００９】
　図１５又は図１６に示すように、切り溝４と切断線ｃ間に不連続部分が形成されると、
フラップ屑８が除去されない場合がある。フラップ屑８が除去されないと、糊付け工程で
フラップ屑８に接着剤が塗布され、これが段ボールシート１の他の部分と接着し、逆に接
ぎ代５の接着が不良になったり、あるいはフラップ屑８が罫線２ａ～ｂ、３ａ～ｄに跨っ
て残ると、罫線の折り曲げが困難になったり、製造後の段ボールシートにフラップ屑が混
入する等の不都合が生じる。
【００１０】
　そこで、特許文献１（特開昭６０－１０７３２７号公報）に開示されたスロッタでは、
図１４に示すように、上スロッタナイフ１１０の切り刃１１１の一部に切欠部１２４を形
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成し、これによって、図１７に示すように、スロッタ屑７とフラップ屑８との間に非切断
部９を形成するようにしている。
　スロッタでの切断時、スロッタ屑７は嵌合溝１１４に押し込まれるが、非切断部９を形
成したことにより、フラップ屑８はスロッタ屑７と共に下部刃物台１０８の下方に移動し
、スロッタ屑７と共に、屑処理が確実に行える。
【００１１】
　そして、フラップ屑８はスロッタ屑７と共に段ボールシート１から完全に分離され、ス
クレーパ１２０で下部刃物台１０８から除去される。そのため、前記不都合を解消できる
。なお、切欠部１２４は、下部刃物台１０８の嵌合溝１１４の受け刃１１６の一部に設け
るようにしてもよい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開昭６０－１０７３２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　特許文献１のスロッタに設けられる切欠部１２４は、上スロッタナイフ１１０又は嵌合
溝１１４を直接加工して形成しているので、切欠部１２４の配置は固定されたものである
。一方、接ぎ代５は、段ボールシートによってその形状や大きさが異なる。非切断部９は
接ぎ代５の切断線ｃより外側に配置する必要があるため、非切断部９の位置は、接ぎ代５
の切断線ｃの位置で制限を受ける。
【００１４】
　そのため、例えば段ボールシートが小型の場合、接ぎ代５の形状や大きさによっては、
非切断部９を形成できない場合がある。非切断部９を形成できないと、前述の不都合が再
び生じると共に、切り溝４と切断線ｃ間に不連続部分が形成されない場合が生起すること
で、フラップ屑８がスロッタ屑７から離れて周囲に飛散するという問題がある。
　フラップ屑８が飛散して、接着剤を塗布した後の接ぎ代に付着したり、あるいは製函機
の印刷工程の段ボールシートに付着し、接ぎ代の接着不良や屑混入問題を引き起こす。
　そのため、従来は、製函機の段ボールシートの搬送速度（生産速度）を遅くして、フラ
ップ屑の飛散を低減する等の対策を採らざるを得なかった。
【００１５】
　本発明は、かかる従来技術の課題に鑑み、製函機のスロッタで段ボールシートの接ぎ代
形成時に、接ぎ代の任意の形状に対して、スロッタ屑とフラップ屑との間に必ず非切断部
を形成して、フラップ屑の飛散を防止し、接ぎ代の接着不良及びフラップ屑の段ボールシ
ートへの混入を防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　かかる目的を達成するため、本発明のスロッタの切断方法は、
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部とそれに対する嵌合溝の受け刃との少なくと
も一方に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカッタナイフとで該一対の刃物台
間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフラップ屑間に接続部を残し
たまま切断除去するようにしたスロッタの切断方法において、
　前記スロッタナイフ又は前記他方の刃物台において、前記切欠部を形成した部位とスロ
ッタナイフ本体又は刃物台本体とを別体に形成して、該切欠部と前記フラップカッタナイ
フの刃先との刃物台円周方向間隔を調整可能にし、
　該フラップカッタナイフの刃先に対して該切欠部を接近配置させるようにしたものであ
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る。
【００１７】
　本発明方法では、スロッタナイフ又は該スロッタナイフの切り刃が挿入される嵌合溝を
形成する刃物台において、切欠部を形成した部位とその他の部位とを別体に形成すること
によって、切欠部とフラップカッタナイフの刃先との刃物台円周方向間隔を調整可能にし
たため、段ボールシートや接ぎ代の形状や大きさが異なっても、該切欠部を該フラップカ
ッタナイフの刃先に常に近接配置できるようになる。そのため、接ぎ代の任意の形状に対
して、スロッタ屑とフラップ屑間に形成される非切断部を必ず形成できる。従って、フラ
ップ屑の飛散を防止して、フラップ屑による接ぎ代の接着不良や段ボールシートの屑混入
問題を解消することができる。
【００１８】
　また、前記本発明方法の実施に直接使用可能な本発明のスロッタは、
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部とそれに対する嵌合溝の受け刃との少なくと
も一方に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカッタナイフとで該一対の刃物台
間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフラップ屑間に接続部を残し
たまま切断除去するようにしたスロッタにおいて、
　前記スロッタナイフ又は前記他方の刃物台において、前記切欠部を形成した部位とスロ
ッタナイフ本体又は刃物台本体とを別体に形成し、該切欠部と前記フラップカッタナイフ
の刃先との刃物台円周方向間隔を調整可能に構成したものである。
【００１９】
　本発明装置によれば、前記構成により、段ボールシートや接ぎ代の形状や大きさが異な
っても、切欠部をフラップカッタナイフの刃先に常に近接配置できるようになる。そのた
め、スロッタ屑とフラップ屑間に形成される非切断部を常に接ぎ代に近接配置できるので
、接ぎ代の任意の形状に対して、該非切断部を必ず形成できる。
【００２０】
　本発明装置において、前記切欠部を複数箇所設け、フラップ屑とスロッタ屑とを接続す
る非切断部を複数箇所もうけるようにするとよい。該切欠部を複数箇所設けるようにすれ
ば、スロッタ屑とフラップ屑間に複数の非切断部が形成され、スロッタ屑とフラップ屑と
の接続を確実にできる。これは、段ボールシートが大型で、切断されるフラップ屑の面積
が大きい場合に有効である。
【００２１】
　また、本発明装置において、フラップカッタナイフと刃物台軸方向同一位置に折れ曲が
り線形成用ナイフを設け、該折曲線形成用ナイフによって前記フラップ屑の幅方向に折れ
曲がり線を形成するように構成するとよい。
　これによって、フラップ屑に折れ曲がり線を付与できるので、フラップ屑が落下途中で
狭隘部に係止して残留することがない。そのため、スロッタ屑を確実に除去できる。これ
は、段ボールシートが大型で、切断されるフラップ屑の面積が大きい場合に有効である。
【００２２】
　次に、本発明のスロッタナイフは、
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラ
ップカッタナイフとで該一対の刃物台間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロ
ッタ屑とフラップ屑間に接続部を残したまま切断除去するようにしたスロッタであって、
該スロッタの一部を構成する前記スロッタナイフにおいて、
　前記切欠部を形成した部位とスロッタナイフ本体とが別体に形成され、該切欠部形成部
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位が前記フラップカッタナイフの刃先との刃物台円周方向間隔を調整して該スロッタナイ
フ本体に装着可能としたものである。
【００２３】
　本発明のスロッタナイフは、スロッタに装着された場合、前記構成により、スロッタと
フラップ屑間に形成される非切断部を段ボールシートや接ぎ代の形状や大きさが異なって
も、該切欠部を該フラップカッタナイフの刃先に常に近接配置できるようになる。そのた
め、スロッタ屑とフラップ屑間に形成される非切断部を常に接ぎ代に近接配置できるので
、接ぎ代の任意の形状に対して、該非切断部を必ず形成できる。
【００２４】
　本発明の刃物台は、
　互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切
り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差してフラップカッタナイフとを取
付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする嵌合溝を形成すると共に、
　該嵌合溝の受け刃に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカッタナイフとで該
一対の刃物台間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフラップ屑間に
接続部を残したまま切断除去するようにしたスロッタであって、該スロッタの一部を構成
する前記他方の刃物台において、
　前記切欠部を形成した部位と刃物台本体とを別体に形成し、該切欠部形成部位が該切欠
部と前記フラップカッタナイフの刃先との刃物台円周方向間隔を調整して該刃物台本体に
装着可能としたものである。
【００２５】
　本発明の刃物台は、前記構成により、スロッタに装着された場合、前記構成により、ス
ロッタ屑とフラップ屑間に形成される非切断部を段ボールシートや接ぎ代の形状や大きさ
が異なっても、該切欠部を該フラップカッタナイフの刃先に常に近接配置できるようにな
る。そのため、スロッタ屑とフラップ屑間に形成される非切断部を常に接ぎ代に近接配置
できるので、接ぎ代の任意の形状に対して、該非切断部を必ず形成できる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明のスロッタの切断方法によれば、互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有
し、その一方の刃物台に外周両側縁を切り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフ
に交差してフラップカッタナイフとを取付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃
とする嵌合溝を形成すると共に、該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部とそれに対す
る嵌合溝の受け刃との少なくとも一方に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカ
ッタナイフとで該一対の刃物台間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑
とフラップ屑間に接続部を残したまま切断除去するようにしたスロッタの切断方法におい
て、前記スロッタナイフ又は前記他方の刃物台において、前記切欠部を形成した部位とス
ロッタナイフ本体又は刃物台本体とを別体に形成して、該切欠部と前記フラップカッタナ
イフの刃先との刃物台円周方向間隔を調整可能にし、該フラップカッタナイフの刃先に対
して該切欠部を接近配置させるようにしたことにより、段ボールシートや接ぎ代の形状や
大きさが異なっても、該切欠部を該フラップカッタナイフの刃先に常に近接配置でき、従
って、スロッタ屑とフラップ屑間に形成される非切断部を常に接ぎ代に近接配置できるの
で、接ぎ代の任意の形状に対して、該非切断部を必ず形成できる。従って、フラップ屑の
飛散を防止して、フラップ屑による接ぎ代の接着不良やフラップ屑の段ボールシートへの
混入を防止できる。
【００２７】
　また、本発明のスロッタによれば、互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、
その一方の刃物台に外周両側縁を切り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交
差してフラップカッタナイフとを取付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とす
る嵌合溝を形成すると共に、該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部とそれに対する嵌
合溝の受け刃との少なくとも一方に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラップカッタ
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ナイフとで該一対の刃物台間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフ
ラップ屑間に接続部を残したまま切断除去するようにしたスロッタにおいて、前記スロッ
タナイフ又は前記他方の刃物台において、前記切欠部を形成した部位とスロッタナイフ本
体又は刃物台本体とを別体に形成し、該切欠部と前記フラップカッタナイフの刃先との刃
物台円周方向間隔を調整可能に構成したことにより、前記本発明方法と同様の作用効果を
得ることができる。
【００２８】
　また、本発明のスロッタナイフによれば、互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を
有し、その一方の刃物台に外周両側縁を切り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイ
フに交差してフラップカッタナイフとを取付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け
刃とする嵌合溝を形成すると共に、該スロッタナイフの外側方の切り刃の一部に切欠部を
設け、該スロッタナイフと該フラップカッタナイフとで該一対の刃物台間に供給した段ボ
ールシートの一側コーナ部をスロッタ屑とフラップ屑間に接続部を残したまま切断除去す
るようにしたスロッタであって、該スロッタの一部を構成する前記スロッタナイフにおい
て、前記切欠部を形成した部位とスロッタナイフ本体とが別体に形成され、該切欠部形成
部位が前記フラップカッタナイフの刃先との刃物台円周方向間隔を調整して該スロッタナ
イフ本体に装着可能としたことにより、前記本発明方法と同様の作用効果を得ることがで
きる。
【００２９】
　また、本発明の刃物台によれば、互いに逆方向に回転する上下一対の刃物台を有し、そ
の一方の刃物台に外周両側縁を切り刃とするスロッタナイフと、該スロッタナイフに交差
してフラップカッタナイフとを取付け、他方の刃物台の外周に開口縁両側を受け刃とする
嵌合溝を形成すると共に、該嵌合溝の受け刃に切欠部を設け、該スロッタナイフと該フラ
ップカッタナイフとで該一対の刃物台間に供給した段ボールシートの一側コーナ部をスロ
ッタ屑とフラップ屑間に接続部を残したまま切断除去するようにしたスロッタであって、
該スロッタの一部を構成する前記他方の刃物台において、前記切欠部を形成した部位と刃
物台本体とを別体に形成し、該切欠部形成部位が該切欠部と前記フラップカッタナイフの
刃先との刃物台円周方向間隔を調整して該刃物台本体に装着可能としたことにより、前記
本発明方法と同様の作用効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明のスロッタナイフの第1実施形態に係る斜視図である。
【図２】前記第１実施形態に係るスロッタナイフの側面図である。
【図３】本発明のスロッタナイフの第２実施形態に係る側面図である。
【図４】本発明のスロッタナイフの分割体の一構成例を示す側面図である。
【図５】本発明のスロッタナイフの分割体の別な構成例を示す側面図である。
【図６】本発明のスロッタナイフの分割体のさらに別な構成例を示す側面図である。
【図７】本発明のスロッタナイフの第３実施形態に係る斜視図である。
【図８】本発明のスロッタナイフの第４実施形態に係り、このスロッタナイフで切り溝加
工を行なった段ボールシートの平面図である。
【図９】前記第４実施形態に係るスロッタナイフの正面図である。
【図１０】本発明の刃物台の第１実施形態に係る斜視図である。
【図１１】スロッタによる切り溝加工後の段ボールシートの平面図である。
【図１２】段ボールシートの切り溝加工を行なう従来のスロッタの縦断正面図である。
【図１３】図１２のスロッタの側面図である。
【図１４】従来の別なスロッタ（特許文献１）の斜視図である。
【図１５】図１２のスロッタで切り溝加工した段ボールシートの接ぎ代部分の拡大平面図
である。
【図１６】図１２のスロッタで別な切り溝加工した段ボールシートの接ぎ代部分の拡大平
面図である。
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【図１７】特許文献１のスロッタで切り溝加工した段ボールシートの接ぎ代部分の拡大平
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明を図に示した実施形態を用いて詳細に説明する。但し、この実施形態に記
載されている構成部品の寸法、材質、形状、その相対配置などは特に特定的な記載がない
限り、この発明の範囲をそれのみに限定する趣旨ではない。
【００３２】
（実施形態１）
　本発明の第1実施形態を図１及び図２に基づいて説明する。図１及び図２は、本実施形
態に係る上スロッタナイフ１０を示す。上スロッタナイフ１０は、スロッタナイフ本体１
２と該スロッタナイフ本体１２と別体に形成された分割体１４とで構成されている。該ス
ロッタナイフ本体１２には、外方に突出した突切り刃１６が一体形成されている。突切り
刃１６は、嵌合溝１１４の受け刃１１６のない切り溝４の奥端部を切断するためのもので
ある。一方、分割体１４の切り刃１５の一部に切欠部１８が刻設されている。
【００３３】
　図２に示すように、スロッタナイフ本体１２の側面下部にはレール２０がボルト２４に
よって固設されている。レール２０の凹面２２には、長方形状の摺動体２６の下部支持部
２８が摺動可能に嵌合されている。摺動体２６の上面には、接ぎ代５とフラップ屑８と分
離する切断線（図１５等の切断線ｃ）を形成するフラップカッタナイフ３０の根元が埋設
されている。分割体１４は、ボルト３２で摺動体２６の側面に結合されている。
　なお、摺動体２６には、摺動体２６の摺動方向に複数のネジ穴３１が列設されており、
複数のネジ穴３１のひとつを選択することによって、分割体１４の摺動体２６に対する固
定位置を決めることができる。
【００３４】
　かかる構成において、摺動体２６と分割体１４との相対位置がフラップカッタナイフ３
０と切欠部１８との間隔Ｌを極力小さくできる配置となるようにセットした状態で、両者
をボルト３２で結合する。分割体１４は、スロッタナイフ本体１２に形成された断面Ｌ形
の凹部１３に収納配置される。
　次に、摺動体２６をスロッタナイフ本体１２に対して摺動させ、切断対象となる段ボー
ルシートや接ぎ代の大きさ及び形状に合う切断線ｃを形成するように、摺動体２６を位置
決めする。摺動体２６を位置決めした後、摺動体２６をスロッタナイフ本体１２に固定す
る。
【００３５】
　これによって、スロッタ屑７とフラップ屑８間に形成される非切断部９を切断線ｃに対
して近接配置することができる。そのため、小型の段ボールシート等において、フラップ
屑８の面積が狭く、非切断部９の配置が困難な場合でも、非切断部９を確実に形成できる
。従って、フラップ屑８の飛散を防止して、フラップ屑８による接ぎ代５の接着不良やフ
ラップ屑８の製造後の段ボールシート１への混入を防止できる。
　なお、切欠部１８の形状は、三角錐状又は円弧状の凹面を有するものなど、適宜に選択
できる。
【００３６】
　さらに、本実施形態では、摺動体２６と分割体１４とを結合しているため、スロッタナ
イフ本体１２の突切り刃１６とフラップカッタナイフ３０間の隙間を小さくでき、フラッ
プ屑８の切れ残りをなくすことができる。また、フラップカッタナイフ３０を埋設した摺
動体２６と切欠部１８を刻設した分割体１４とを一体に結合しているため、間隔Ｌを保持
できると共に、スロッタナイフ本体１２に形成された突切り刃１６とフラップカッタナイ
フ３０との間隔を自由に変えることができる。
【００３７】
（実施形態２）
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　次に、本発明の第２実施形態を図３により説明する。図３に示すように、本実施形態で
は、分割体１４をボルト３６によりスロッタナイフ本体１２の凹部１３に収納固定してい
る。分割体１４には摺動体２６の摺動方向に長径が配置された長孔３２が穿設されている
。該長孔３２に対面する凹部１３の側面には、長孔３２の長径配置方向に合わせて複数の
ネジ穴３４が適宜間隔で穿設されている。なお、図中、図２と同一の部材又は機器には同
一符号を付している。
【００３８】
　かかる構成において、分割体１４にもうけられた切欠部１８とフラップカッタナイフ３
０との間隔Ｌ（図１参照）ができるだけ小さくなるように、分割体１４をスロッタナイフ
本体１２に対して位置決めする。その状態で、ボルト３６を長孔３２に通し、ネジ穴３４
に螺着させる。次に、摺動体２６のスロッタナイフ本体１２に対して位置決めし固定する
。
　本実施形態では、分割体１４を摺動体２６に結合しないので、切欠部１８とフラップカ
ッタナイフ３０の刃先との間隔を自由に変えることができる。また、分割体１４と摺動体
２６とを分離しているので、摺動体２６の重量を軽減でき、摺動体２６を摺動させる駆動
装置の動力を低減できる。
【００３９】
　次に、本発明のスロッタナイフの前記分割体１４の構成例を図４～図６により説明する
。
　図４は、分割体１４の断面を長方形とし、スロッタナイフ本体１２の厚さｔ１と分割体
１４の厚さｔ２を等しくしたものである。図５は、分割体１４の上端角部を円弧状に切り
欠き、スロッタナイフ本体１２の厚さｔ１と分割体１４の厚さｔ２を等しくしたものであ
る。分割体１４の上端角部を円弧状傾斜面３８としたことにより、スロッタナイフ本体１
２の突切り刃１６の下方部位の強度を増大できる。
【００４０】
　図６は、分割体１４の断面は図４と同じ長方形であるが、スロッタナイフ本体１２の板
厚ｔ１を分割体１４の板厚ｔ２より大とした点で、図４の分割体１４と異なる。その他の
構成は図４の分割体１４と同一である。
この例では、スロッタナイフ本体１２の板厚ｔ１を分割体１４の板厚ｔ２より大としたこ
とにより、スロッタナイフ本体１２の強度を増大させることができる。
【００４１】
（実施形態３）
　次に、本発明のスロッタナイフの第３実施形態を図７により説明する。図７に示す上ス
ロッタナイフ１０は、スロッタナイフ本体１２の突切り刃１６の下部に柱状部４０を設け
、柱状部４０より上方の傾斜面４１を平坦面とした点が前記第１実施形態と異なる。本実
施形態では、柱状部４０及び柱状部４０の上方部に平端な傾斜面４１を設けたことにより
、突切り刃１６の強度を向上できる。
【００４２】
（実施形態４）
　次に、本発明のスロッタナイフの第4実施形態を図８及び図９により説明する。本実施
形態は、図８に示すように、スロッタ屑７とフラップ屑８間に複数の非切断部９をもうけ
ることを可能にしスロッタナイフに係る。図に示すように、接ぎ代５の片側に３個の非切
断部９をもうけるために、分割体１４の切り刃１５に所定間隔で複数の切欠部１８をもう
けている。さらに、フラップ屑８に複数の折れ曲がり線４２をもうけるようにしている。
【００４３】
　複数の非切断部９をもうけたことにより、段ボールシート１又は接ぎ代５の大きさや形
状が異なる場合でも、スロッタ屑７とフラップ屑８間に確実に非切断部９を形成できると
共に、スロッタ屑７とフラップ屑８との結合を強固にできる。そのため、フラップ屑８が
スロッタ屑７と離れて飛散するのを防止できる。
　また、折れ曲がり線４２をもうけたことにより、フラップ屑８を折れ曲がり線４２で折
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れやすくでき、これによって、フラップ屑８が落下途中で狭隘部にひっかかることなく、
落下させることができる。
【００４４】
　図９は、段ボールシート１に折れ曲がり線４２を付与する装置構成を示す。図９におい
て、摺動体２６にフラップカッタナイフ３０が埋設されている。フラップカッタナイフ３
０はバネ部材４４を介して摺動体２６に取り付けられており、これによって、フラップカ
ッタナイフ３０に過剰の負荷が加わるのを防止できる。
　また、複数の折れ曲がり線形成用ナイフ４６の根元が摺動体２６に埋設されている。折
れ曲がり線形成用ナイフ４６の先端は、フラップカッタナイフ３０の先端より低い位置に
配置され、これによって、段ボールシート１に折れ曲がり線４２を形成する。折れ曲がり
線形成用ナイフ４６の根元部分にはウレタンなどの弾性材４８が埋設され、折れ曲がり線
形成用ナイフ４６に過剰の負荷が加わるのを防止している。
【００４５】
（実施形態５）
　次に、本発明の下部刃物台の第１実施形態を図１０により説明する。本実施形態は、切
欠部を下部刃物台にもうけた例である。図１０において、スロッタの回転軸５０に円筒形
状の下部刃物台５２が取り付けられている。下部刃物台５２は、下部刃物台本体５３と、
分割体６０ａ及び６０ｂとからなる。下部刃物台本体５３には、上スロッタナイフの切り
刃（図示省略３の切り刃１１１）が嵌合可能な嵌合溝５４が刻設されている。嵌合溝５４
の一方の側面に、下部刃物台本体５３と別体に形成された２個の円弧板状の分割体６０ａ
及び６０ｂが配置されている。分割体６０ａ及び６０ｂは、夫々ボルト等の結合手段によ
り嵌合溝５４の側面に装着される。
【００４６】
　嵌合溝５４の一方の側面と、分割体６０ａ及び６０ｂの一方の側面が、夫々スロッタナ
イフの切り刃に対応する受け刃５６となっている。また、フラップカッタナイフに対応す
る下部刃物台５２の外周面５８をフラップカッタナイフの刃受け面としている。
【００４７】
　かかる構成において、分割体６０ａ、６０ｂを嵌合溝５４内で下部刃物台５２の円周方
向に相対移動させ、切欠部６２が上部刃物台に装着されるフラップカッタナイフの刃先に
近接配置されるように分割体６０ａ、６０ｂを位置決めする。そして、その位置で分割体
６０ａ、６０ｂを下部刃物台５２にボルト等の固定手段で固定する。
【００４８】
　これによって、該切欠部６２によって形成される非切断部９を接ぎ代５とフラップ屑８
間の切断線ｃに近接配置できるので、段ボールシート１や接ぎ代５の大きさや形状が変わ
っても非切断部９を必ず形成できる。従って、フラップ屑８の飛散を防止して、フラップ
屑による接ぎ代５の接着不良や、フラップ屑の段ボールシートへの混入を防止できる。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明によれば、段ボール製函機のスロッタで、フラップ屑の飛散を防止して、フラッ
プ屑による接ぎ代の接着不良やフラップ屑の段ボールシートへの混入を防止できる。
【符号の説明】
【００５０】
　１　　　　　　　　　段ボールシート
　４　　　　　　　　　切り溝
　５　　　　　　　　　接ぎ代
　６　　　　　　　　　フラップ
　７　　　　　　　　　スロッタ屑
　８　　　　　　　　　フラップ屑
　９　　　　　　　　　非切断部（接続部）
　１０、１１０　　　　上スロッタナイフ
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　１２　　　　　　　　スロッタナイフ本体
　１４、６０ａ、６０ｂ　　分割体
　１５、１１１　　　　切り刃
　１６、１２２　　　　突切り刃
　１８、６２、１２４　　切欠部
　２６　　　　　　　　摺動体
　３０　　　　　　　　フラップカッタナイフ
　４２　　　　　　　　折れ曲がり線
　４６　　　　　　　　折れ曲がり線形成用ナイフ
　５２、１０８　　　　下部刃物台
　５３　　　　　　　　下部刃物台本体
　５４、１１４　　　　嵌合溝
　５６、１１６　　　　受け刃
　５８、１１８　　　　刃受け面
　１００　　　　　　　スロッタ
　１０６　　　　　　　上部刃物台
　ｃ　　　　　　　　　切断線
　Ｌ　　　　　　　　　刃物台円周方向間隔

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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